WALK AGAINST TOBACCO 2006

なぜ、歩こうと思ったか

Mark Gibbens
鹿児島の佐多岬から、北海道の宗谷岬までの約3000 Kmを歩いて、
このメッセージを伝えていきたいと考えています。

あなたの健康を大事にして下さい。

あなたの家族を大事にして下さい。

あなたの友達を大事にして下さい。

あなたの国　を大事にして下さい。

禁煙は愛です！

　なぜ私がこのキャンペーンを計画したか、それは私はオーストラリアから来ています。オーストラリアは喫煙率の低い国です。でも、昔からではありません。人々が禁煙、受動喫煙の危険を知り、今の数字になっていったのです。政府はとても明確な喫煙の害のCMを流し、たばこの表示も写真付きでわかりやすくしています。たばこ税も高く、建物、バーであっても禁煙エリアは何％と法律で決まっています。今、世界の多くの国が禁煙の動きになってきています。政府の広告も日本に比べ、とてもはっきりと喫煙の危険を警告しています。
　ところが、日本は成人男性の47％が喫煙者と、驚く数字です。また、若い女性の喫煙率は増えていっているようです。これは、喫煙、受動喫煙の危険性の認識がそれほど重要視されてないからではと思いました。ただ、体に悪いとは知っていても、どう悪いのかといった知る機会がない。三度の食事より口にするのに何が成分でそれはどう体に影響する、またその煙の方が害があるのに、その影響もあまり知られていない。吸う人も吸わない人もそこを知る機会もなく、禁煙、分煙と言われてもただ困惑、憤慨すると思います。それを知るべきだ、知ってもらいたいと歩く事にしたのです。

　また、私自身が主にICUの看護師でした。多くの医師、歯科医師が禁煙を推進しています。吸い続ける事がどんな事になるか、知っている私達が教えてあげなくてはいけない。治す事だけが、医療ではなく予防をする事も医療だと思います。こうして、歩くことも私の日本においてできる看護師としての仕事の一つと考えています。

　こうして、歩く事ははたして意味があるのかと思われるかもしれません。でも、何もしないよりした方がいいと思っています。このメッセージが一人でも多くの人に伝わるきっかけになればいいなと願い、遍路姿で歩きます。

http://www.walkabout-tobacco.org/jpmission.html
■ マーク・ギブンズ（Mark Gibbens）氏（43歳）経歴

1963年2月7日
イギリス　ロンドンにて誕生

1970　　　南オーストラリア　アデレードに両親と共に移住

1980　　　Saint Ignatius College 卒業

1981-84　アデレード大学人文学　学士取得（心理学　政治学）

1981-84　アデレード大学内　予備軍隊に所属

1985-86　Woodley's winery ワイン醸造所にて倉庫管理として勤務

1986-89　Modbury Hospital School の看護師コース卒業

1989-90　1年かけてアジア　アフリカ　ヨーロッパ世界40ｶ国を旅する

1990-93　Modbury Hospital にて看護師として勤務（ICU・CCU・ER）

1994-95　サウジアラビア王国　Tabuk Hospital 勤務（APICU・NICU）

1995-96　6ヶ月かけて中東、アメリカ合衆国　カナダを旅する

1996-97　シドニーのWestmead Hospital 勤務（ICU・NICU・CCU）

1997-98　文部省によるJETプログラムにより、愛媛県今治の複数の県立高校

　　　　　にて英語補助教師として勤務

1998-99 アデレードにあるSportsmed Hospital 勤務

　　　　　（Anaesthetics/Recovery）　　　　　

1999　　　愛媛県小松町にて英会話を教えるビジネスを始める

2000　　　3月6日　黒木玲子さんと結婚

2004 4ヶ月かけて　中国、ヨーロッパ　北アフリカ　南米　北アメリカ

　　　　　を夫人と共に旅する

2006　　　徳島から松山へのリハーサルの後、九州から北海道まで歩く

■ 日程と行程

4月13日　鹿児島県佐多岬出発

4月16日　鹿児島市→宮之城・水俣・八代・熊本・大牟田・久留米・福岡~

4月 29日広島、5月4日岡山、5月9日神戸、5月10日大阪、5月12日京都、
5月17日名古屋、5月25日小田原、5月26日横浜、5月28日東京、
6月9日仙台、6月14日盛岡、6月15日岩手、6月18日八戸、

6月23日函館、6月29日札幌、7月3日留萌、

7月9日稚内→宗谷岬

· ホームページ　http://www.walkabout-tobacco.org/
